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彙 報(昭 和52年1月 ～  昭和52年3月)

人 事 異 動

昭和52年

 1月1日 友枝啓泰(埼 玉大学助教授)を

     第2研 究部 に配置換

 3月1日 佐 々木隆夫(大 阪大学大型計算

     機 センター)は,情 報管理施設技

     術室 に転任

館内各種委員会委員の追加

映像 ・音響委 員会

 友枝啓泰

研究部運 営委員会

 友 枝啓泰

展示のためのプ ロジェク ト・チームの増員

アメ リカ展示

 友枝啓泰

国立民族学博物館東南 アジア ・セ ミナー

(NME SEMINARS ON SOUTH-

            EAST ASIA)

日時 昭和52年3月16日(水)-18日(金)

場所 国立民族学博物館

趣 旨 東南 アジアの研究者 との学術的交流を

 深め,こ の地域の民族学的研究の進展に寄

 与 す るた め フィリピン,タ イよ り5名 の

 研究者を招聴 して国際セ ミナーが本館主催

 により 開催 された。 セ ミナー は,第1部

 〔フィ リピンの 民 族 学 的 位 置 づ け〕,第

 皿部 〔北部タイの農民社会〕の2部 に分れ,

 館内外か らの多数 の参加者をみて,活 発 な

 討論が展開され た。なお5名 の外 国人研究

 者の招聴は,文 部省学術国際局 および日本

 学術振興会 の援助 によってなされた。

組織委 員会

 委員長

   梅 樟忠夫  国立民族学博物館長
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 実行委員

   祖父江孝男 国立民族学博物館第1研

        究部長,教 授

   佐々木高 明 国立民族学博物館第2研

        究部長,教 授

   伊藤幹治  国立民族学博物館第5研

        究部教 授

   竹村卓二  国立民族学博物館第1研

        究部教授

   大 島裏二  国立民族学博物館運 営協

        議員,関 西学院大学文学

        部教授

   石井米雄  国立民族学博物 館併任教

        授,京 都大学東南 アジァ

        研究 センター教授

   宮本繁雄  国立民族学博物館管理部

        長

 事務局

   江ロー久  国立民族学博物館第3研

        究部助教 授

   田邊繁治  国立民族学博物館第2研

        究部助手

   石森秀三  国立民族学博物館第4研

        究部 助手

   関本照夫  国立民族学博物館第5研

        究部 助手

   宮本 勝  国立民族学博物 館第5研

        究部助手

   森川国雄  国立民族学 博物 館管理部

        庶務課共同利用係長

日 程

セ ミナー1:ETHNOLOGICAL

     SETTING OF THE

     PHILIPPINES

3月17日(木)

 10:00-10:15

  開会 の辞 祖父江孝男

 10:15-11 :30

  講師  Alfredo E. Evangelista

  テーマ ``Ethnological Setting of the

     Philippines,'



彙   報

 11:30-12:00

  討 論   座 長:大 島 裏 二

 14:00-15:30

  Evangelista教 授 を 囲む 自 由討 論

セ ミナ ー一 ■:THE PEASANT SOCIETY

      IN NORTHERN THAI-

      1.AND

'3月17日(木)

 13:30-14:00

  開 会 の 辞 佐 々木 高 明

 14:00-16:10

  オ ープ ニ ン グ ・セ ツ シ ョ ン:ln Search

  of a New Dimension of`Lannathai,

  Studies

       座 長:Prasert Bhandhachat

  1)報 告 者 石 井米 雄

    テ ーマ ``Toward a New ApProach

         to`Lannathai, Studies,,

  2)報 告 者 Sommai Premchit

    テ ーマ ``The Palm-Leaf Texts

        Survey Prqlect of Chiang

        Mai University"

3月18日(金)

 10:00-12:00

  セ ツシ ョ ン1:Agricultural Change and

          Peasant Socicty

       座 長:石 井 米雄

  1)報 告 者 Prasert Bhandhachat

    テー マ "Multiple CroPPing Vil-

        lagc:AStudy of Changing

        Village in New Farm Prac-

        tice of Rura}Chiang Mai"

   (コ メ ン ト)  水 野 浩一

  2)報 告 者 田邊 繁 治

    テ ー マ ``Two Types of Irrigation

        ,in `Lannathai, History:

        their Socio-Political Impli-

        cation,,

   (コ メ ン ト) Gharnvit Kasetsiri

 14:00-17:00

  セ ツシ ョ ン 皿:Buddhism and Religious

         Life

       座長:白 鳥芳郎,綾 部恒雄

  1)報 告者 杉山晃一

    テーマ "Ancestor Worship and

        Kinsmen in a Northern

        Thai Village,,

  (コメ ン ト) 綾部恒雄

  2)報 告者 梶原景昭

    テーマ ``Buddhism in a Northern

        Thai Village:Syncreti忌m

        or Not?,,

  (コメ ン ト) 青木 保

  3)報 告者 Sommai Premchit

    テーマ ``Buddhism and its Impacts

        on Secular Sphere in North・

        ern Thailand,,

  (コ メン ト) 石井米雄

 17:00-17:20

  閉会の辞 梅樟忠夫

       Prasert Bhandhachat

セ ミナー1参 加者

ALEGRE, Edilberto京 都大学文学部招聰研究

         員

青柳洋治     上智大学文学部講師

EVANGELISTA,  フィ リッピン国立博物館

   Alfredo E.副 館長

深野康久     関西学 院大学大学院文学

         研究科博士課程

福井勝義     国立民族学博物館第3研

         究部助教授

池端雪浦     愛知大学文学部助教授

石毛直道     国立民族学博物館第5研

         究部助教授

石森秀三  ,  国立民族学博物館第4研

         究部助手

伊藤幹治     国立民族学博物鯨第5研

         究部教授

泉 幽香  国立民族学博物館第5研

         究部助手

菊地 靖     早稲田大学理工学部助教

         授

                  431



小山修三    国立民族学博物館第4研

         究部助教授

黒田悦子    国立民族学博物館第4研

         究部助教授

松原正毅     国立民族学博物館第2研

         究部助教授

宮本 勝    国立民族学博物館第5研

         究部助手

村武精一     東京都立大学人文学部助

         教授

野口武徳     成城大学文学部教授

大胡 修     国立民族学博物館第1研

         究部助手

大島嚢二     国立民族学博物館運営協

         議員,関 西学院大学文学

         部教授

佐々木高明    国立民族学博物館第2研

         究部長,教 授

関本照夫     国立民族学博物館第5研

         究部助手

祖父江孝男    国立民族学博物館第1研

         究部長,教 授

須藤健一     国立民族学博物館第3研

         究部助手

竹村卓二    国立民族学博物館第1研

         究部教授

VENTURANZA,  フィリッピン総領事館書

   Aurora A.記 官

セミナー■参加者

青木 保   国立民族学博物館併任助

         教授,大 阪大学人間科学

         部助教授

綾部恒雄     九州大学比較教育文化研

         究施設教授

Chaiwat    Chiang Mai大 学社会科

RoONGRUANGSEE学 部講師

Chamvit KAsETslRI Than■masat大 学教養学

         部講師,京 都大学客員研

         究員

飯島明子     東京大学大学院人文科学

         研究科博士課程

432

    国立民族学博物館研究報告  2巻2号

石毛直道    国立民族学博物館第5研

         究部助教授

石井米雄    国立民族学博物館併任教

        授,京 都大学東南アジア

         研究センター教授

岩田慶治     国立民族学博物館運営協

         議員,東 京工業大学教授

梶原景昭     東京大学大学院社会学研

         究科博士課程

北原 淳  神戸大学文学部助教授

Kwanchai   Chiang Mai大 学社会科

   THAITONG学 部講師

水野浩一     京都大学東南アジア研究

         センター教授

小野沢正喜    九州大学比較教育文化研

         究施設助手

Prasert     Chiang Mai大 学社会科

 BHANDHACHAT学 部社会科学研究センタ

         ー所長

佐々木高明    国立民族学博物館第2研

         究部長,教 授

白鳥芳郎     国立民族学博物館運営協

         議員,上 智大学文学部教

         授

Sommai PREMCHIT Chiang Mai大 学社会科

         学部講師

Srisakra     Silpakorn大 学人類学科

 VALLIBHOTAMA 副学科長

杉山晃一     東北大学日本文化研究施

         設助教授

竹村卓二     国立民族学博物館第1研

         究部教授

田邊繁治     国立民族学博物館第2研

         究部助手

友杉 孝     立教大学文学部教授

山本達郎     国際基督教大学教養学部

         教授

吉川利治     大阪外国語大学タイ語科

         助教授



彙   報

合同研究会

 昭和52年

 3月8日 「狩猟探集社会の自然環境決定要素  縄文時代の場合  」 小山 修三

海外における研究 ・調査 ・収 集活動

 氏 名  所属 ・官職      出 発   帰 国    行   先

杉 田 繁治(第5研 究部助教 授) 51.12.11 51.12. 20  ベルギ ー

松澤 員子(第1研 究部助教 授)  52.1.10  52.3.9  アメ リカ合衆国

梅悼 忠夫(館      長) 52.2.9 52.3.1  ブ ラジル,ペ ルー

祖父江孝男(第1研 究部教授)  52.3.29 52.4.7  アメ リカ合衆国

来 館者 抄

昭和52年

 1月18日 橋本初次郎 大阪大学教授

 1月25日 森下 精一 森下美術館長

 1月29日 柴田 俊一 京都大学原子炉実

           験所長

 2月4日 稲田 浩二 京都女子大学教授

      熊谷 信昭 大阪大学教授

 2月8日 上田  篤 京都大学教授

 3月3日 qo湘XYH》KAB モンゴル共和

           国外務省文化局長

     John MURRA アメリカ合衆国

            コーネル大学教授

3月14日 木村 雅昭 京都大学助教授

    大橋 保夫 京都大学教授

3.月22日 有賀喜左衛門 日本常民文化研

          究所理事長

    保科 賢一 日本ビルマ文化協

          会

3月23日 岡本 太郎 現代芸術研究所長

3月26日 川村 俊蔵 京都大学教授

3月30日 住谷 一彦 立教大学教授
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            国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 寄 稿 要 項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関する論文,資 料 ・研 究ノー ト,調

査研究活動報告等を掲載 ・発表 することによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与す るもの

 である。

2・ 国立民族学 博物館研究報告に寄稿す ることができる者 は,次 の とお りとす る。

 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織,

  運 営に関与する者

(2)本 館が受 け入れ た各種研究員及 び研究協力者

 (3)そ の他本館において適当 と認めた者

3・原稿を寄稿する場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等 のうち,い ずれであ

 るかをその表紙に明記す るもの とする。 なお,こ の区分 についての最終 的な調整は,国 立民族

 学博物 館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集す る場合 は,

原則 と して論文及 び資料 ・研究ノー トを1段 組 その他 のものを2段 組 と して取 り扱 う。)

4・原稿執筆 における使用言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国語

 及び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語を用い る場合は,

 編集委員会 に相談する ものとす る。

5・特殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合 は,編 集委員会 に相談す るものとす る。

6・寄稿する原稿が論文で,日 本語を使用する場合は,原 則 と して英文 によ り500語 程度の要 旨

 を付 ける ものと し,そ の他 の言語 によ る論 文の場合 は,編 集委員会 に相談 する もの とす る。な

 お,寄 稿する原稿 については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英 文を付記 しなければ

 な らない。

7・寄稿 する原稿の枚数は,原 則 として制限 しない。ただ し,編 集す る場合は編集委員会の判断

 によ り,紙 数等の関係か ら分割 して掲載 することがある。

8・寄稿 する原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合 はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付す るもの とす

 る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理す る。

9.寄 稿され た原稿 は,編 集委員会 において審査 のうえ,採 否を決定す る。なお,原 稿 は,採 否

 にかかわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料の支 払い,掲 載料の徴収 は行わない。

11・ 原稿の執筆 に当って は,別 に定め る 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

12.原 稿の寄稿先及 び連絡先は,次 のとお りとする。

   〒565 大阪府吹 田市山田小川41の1(日 本万 国博覧会記念公園)

       国立民族学博物 館内

       国立民族学博物 館研究報告編集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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            国立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 執 筆 要 領

1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿 は,図,表 を除 き,原 則 として黒 インクを使 用する。

3・ 日本語を使用 して執筆す る場合 は,原 則 として当用 漢字,現 代かなつかいを用 いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則 と して原稿用紙 のマス目1字 分の扱いをす る。

5.原 稿 中の年号,月 日及びその他 の数字 は,原 則 としてア ラビァ数字を用いる。なお,年 号は,

 原則 と して西暦 とする。

6。図及び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙 に書 き,本 文 とは別 に一括 して添付す る もの とす る。な

 お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等 の要領 により記入),図,表 名及び説明並びに

 出典等を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれのそう入箇所を指定す るもの とす る。

7.写 真 は,写 りの明瞭 なもので,手 札判以上の大きさに焼 き付 けた ものに限 り,図 及び表の扱

 いに準 じて通 し番号,説 明を付けたうえ,そ う入箇 所を指定す るもの とする。ただ し,カ ラー

 写真 は,原 則 として受 け付 けない。

&本 文又 は脚注において文献を指示 する場合 は,カ ギ括 弧を付 け,著 者名,文 献刊行年次,引

 用 ページ数の順に下記 の例 に従 って記載 する。

  [柳田 1942:67-69]

  [Leach 1961:123]

  [柳田 1942:67-69,1944:20-22;Leach 1961:123]

 ただ し,同 年次 刊行物 の場合 は,ア ル フ ァベ ッ ト順 によ り,下 記のよ うに記載す るもの とす る。

  [柳田1942a:20-22][柳 田 1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一 つ別紙 に記 し,通 し番号を付ける。なお,本 文中に脚 注を そう入す る箇所に

 は,脚 注の当該 番号を記入 し,別 紙 の脚注 には,本 文 のページ数を明記 するもの とす る。

10.本 文及び脚注 において参照 した文献 は,す べて原稿 の末尾 にま とめて下記 の方法 によ り記入

 する。

 (1)文 献の配列 は,著 者名のアル ファベ ッ ト順 とす ること。

 (2)文 献の記載 は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名の順 とす ること。

  欧文の雑誌名及 び単行本名は,イ タ リック体にするため,原 稿 には下線を引 くこと。また,

  ローマ字人名 は,ス モール ・キャ ピタル とす るため,二 重下線を引き,日 本文の場合は,論

  題 にカギ括弧 雑誌名及び単行本名 に二重のカギ括弧を付 けること。雑誌 の巻数及び号数は,

  原則 としてア ラビア数字を用いること。

  (例)

   論文の場合 (1)

    石 田英一郎

      1948「 文化史的民族学成立の基本問題 」『民族学研究』13(4):311-330。

    Bohannan, P.

      1973 Rethinking Culture:APr()j ect for Current Anthropologist. Current

         Anthropology l 4(4):357-372.

   論文の場合 (2)

    杉浦 健一

      1942「 民 間信仰 の話」 柳田国男編r日 本民俗学研究』 岩波書店,pp・117-143。
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 L,each, Edmund

     1964 Anthropological Aspects of Language:Animal Categories and Verbal Abuse.

          In Eric H. Lennenberg(ed.), New Directions in the Study of Language,

          The M.1. T. Press, pp.23-63.

単 行 本 の 場 合

 泉  靖 一

     1966r文 明 を も っ た 生 物 』 日 本 放 送 出 版 協 会 。

 Murdock, Gcorgc P.(ed.)

     1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

          pology No.29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻 訳 書 の 場 合

  エ リア ー デ,M.

     1974rシ ャ ー マ ニ ズ ム  古 代 的 エ ク ス タ シ ー 技 術  』 堀 一 郎 訳 冬 樹 社 。

  van Gennep, Arnold

     1960The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

          versity of Chicago Press.
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